
0510152025303540％



周囲の状況に応じて 
あわてずにまず身の安全を確保する。 

＊災害発生時のイメージトレーニング（参考例） 状況設定（例では日曜日正午在宅時）を変えながら、災害時の状況を自分自身の問題としてイメージしてみましょう。 
たとえば、 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 1日後 12時間後 1時間後 30分後 10分後 1分後 10秒後 

身の回りで 
起こる事 

どんな行動が 
考えられますか 

地震は、一般に小さなゆれ（P波）のあと、大
きなゆれ（S波）が来る。緊急地震速報は、震
源近くの地震計で小さなゆれをとらえ、地震
の規模や震源地を推定し、可能な限り素早く
大きなゆれが来る前にテレビなどで発表す
るもの。 
気象庁は、震度5弱以上のゆれが予想された
時発表する。 
二つのゆれの間隔はわずかだができるだけ
有効に使い、被害を軽減しよう。 
2007年10月よりテレビで、2008年4月より
ラジオでも発表される。 

自分たちの住んでいる地域の特性を 
知っておくことが大切。 

地震が発生したときどんな被害が出るのだ
ろうか？ 
＜津波＞ 
→海底下で大きな地震が発生した場合は津波

が発生することがある。  
 
直ちに海浜から離れ、急いで安全な高台や
ビルなどに避難する。 

＜液状化現象＞ 
→埋立地、海岸や川のそばの比較的ゆるい砂
地盤のところでおきやすく、地盤が泥水のよ
うにゆるむ現象。 

＜がけくずれ＞ 
→地震の大きなゆれで斜面、切り土法面等の亀
裂や割れ目が広がり、緩んだりして崩れ落ちる。
表装地盤の地質、風化状況や地下水の状況
も影響する。 
 

＜家族の役割分担の確認＞ 
　家族がばらばらに被災することを考え、 
　非常の場合の連絡方法を確認する。 

　万一避難が必要となった時に備え、集合する

場所や避難道順を確認する。 
 
＜帰宅困難者＞ 
　大きな地震で交通機関が被害を受け、自宅

に帰れなくなる人のこと。あなたもあなたの

家族も帰宅困難者になるかもしれない。 

 

・建物を点検し補強する。 

・家具を固定する。 

・寝る部屋を安全なスペースにする。 

・火気器具は日ごろから点検整備。 

非常の際、すぐ持ち出せるように必要なも
のはリュックサックにつめ、取り出しやすい
場所におく。 

非常持ち出し品リスト 
 

□非常食 

□飲料水 

□懐中電灯 

□携帯ラジオ 

□予備電池 

□マッチやライター 

□貴重品 

□救急セット 

□衣類 

□雨具 

□ティッシュペーパー 

□ビニール袋　 

□軍手　など 

 自分なりに何が必要か考えてみよう。 

カンパンなど 
火を通さないで食べられるもの （ ） 

地
震
発
生 

何ができるか？ 
 

・机の下にもぐる。 
・心の準備をする。 
・火を止める。　　　など 


